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.NETアプリケーション
の中身

今まではクラッシュが発生した後に

ワトソン博士が作成したログやuser.

dmpを解析する方法を説明してきた。

クラッシュの原因を調査するには、ク

ラッシュが発生した瞬間のメモリ状態

を解析する必要があるからである。

しかし、メモリリークが発生してい

るときには、どのクラスがリークして

いるのかなど、状況によってはアプリ

ケーションの動作中にメモリの状態を

調査したい場合がある。そこで今回は

実行中の.NETアプリケーションにWin

Dbgをアタッチし、SOS.DLLのコマン

ドを利用してメモリの内容を確認する

方法を紹介する。

“.NETアプリケーション
の状態”とは？

実際の調査手順を説明する前に、

.NETアプリケーションの構成を簡単に

説明する。ご存知のように.NETではメ

モリ管理機能“ガベージコレクション”

が提供されている。プログラムでイン

スタンス化（newされたクラス）され

たすべてのリソースが「マネージヒー

プ」と呼ばれるヒープ領域に確保され、

アプリケーションから利用されなくな

ると自動的にそのリソースを解放して

くれるのである［注1］。

プログラムの状態を調べるには主に

このリソースの状態を調べる必要があ

る。それはマネージヒープ内のオブジ

ェクトの状態によって、そのときのプ

ログラムの振る舞いが決められるから

だ。もちろん、メソッドに渡されたパ

ラメータはスタックに詰まれるので、

スタックの状態もチェックする必要が

ある。しかし、渡される値のほとんど

がクラスの参照であり、その参照先は

マネージヒープ上のオブジェクトであ

ることを考えれば、やはり最終的には
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注1）ガベージコレクションの詳細は以下のURLを
参照。
http://www.microsoft.com/japan/msdn/net/mag
00/GCI.asp
http://www.microsoft.com/japan/msdn/net/mag
00/GCI2.asp
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マネージヒープからその内部にあるリ

ソースの状態をチェックする必要があ

る。

それでは、具体的にどのようなアプ

リケーションの状態を確認すればよい

のだろうか？　いろいろと確認しなけ

ればならない情報はあるが、これまで

どおり故障原因ではなく“その部位を

特定する”といったレベルで留めるの

であれば、以下の2点を確認できれば十

分である。

①インスタンス化されているクラスは

何か？

②クラスの状態は？

①と②がわかれば、任意のタイミン

グでクラスのフィールドの値が確認で

きるようになり、それらの値によるア

プリケーションの挙動の違いを確認で

きるようになるからだ。また、①がわ

かれば、メモリリークを解析するとき

には現在のマネージヒープに存在する

クラスのメモリ内のサイズと数がわか

るので、メモリリークの解析もできる

ようになる［注2］。

本稿では、アプリケーション実行中

の状態を確認するツールとして、これ

までどおりWinDbgを利用する。Win

Dbgにはプロセスにアタッチしてプロ

セスの実行を停止し、コマンドを実行

してアプリケーションの状態を確認す

る機能が提供されている。今回はそれ

らのコマンドの中から上記の①と②を

確認する方法を紹介する。

プロセスにアタッチ
する

はじめにWinDbgでプロセスにアタ

ッチする方法を説明する。いつものよ

うにSOS.dllを利用できる状態でWin

Dbgを起動する［注3］。

続いて、デバッグ対象のアプリケー

ションも起動し、アプリケーションの状

況を確認したいところまで処理を進め、

その状態でWinDbgの［File］-［Attach

to a Process］を選択する。すると、現

在マシン上で実行しているプログラム

の一覧が表示されるので、デバッグ対

象のプロセスを選択してアプリケーショ

ンの進行をストップする。その後、Com

mandウィンドウから、

.load sos

を実行してSOS.dllのコマンドを利用で

きるようにして、デバッグを開始する。

s何がメモリにあるのか？

今回は実行中のアプリケーションで

利用されているクラスの状態を見るた

め、サンプルを用意した。

リスト1はSimpleClassをインスタン

ス化するコード、リスト2はSimpleClass

の実装である。

実行中のマネージヒープの状態を見

るため、SimpleClassがインスタンス化

注2）メモリリークの解析については次号で説明す
る。

注3）SOS.dllを利用するための設定については、
本誌7月号の本連載を参照してもらいたい。

private void button1_Click(object sender, System.EventArgs e)

{           

int i = 0;

string str = "Hello";

SimpleClass simple = new SimpleClass();

simple.method_1(ref i, ref str);

MessageBox.Show("Simple Class in GC.¥n");

}

リスト1：SimpleClassをインスタンス化するコード

public class SimpleClass

{

// フィールド

public int k = 200;

public string str = "This is simple class.";

// メソッド

public void method_1(ref int a, ref string strHello)

{

a=1;

strHello = "Bye";

}

public void method_2(ref long l)

{

l = 200;

}

}

リスト2：SimpleClass




